
学校名　　三原市立第五中学校 校番（８４２０５）

改善方策

１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

朝食を毎日食べる生徒の割合（％） 95 94 94 98.9 B
ほとんどが毎朝朝食を食べてきている。残りの
数パーセントの生徒の指導が課題である。

生活アンケート実施後の個別指導や懇談会等で保護
者に直接話をする機会を持つ。 4

本年度の重点目標については◎印で示す。 　 　 　
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1人

86 A101.2

100.0 A

道徳授業がためになると思う生徒の割合（％）

基本的生活習慣がついていると思う生徒の割
合（％）

‐ 83 103.8 A
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３人
以下

80

80①月１回の学校だよりの発行　②定期的なＨＰの
更新  ③学年学級だよりの定期的な発行

学校評価システ
ムの活用

学校関係者評価委員会の開催と活用

①年３回の委員会の開催

学校情報の積
極的発信

定期的な情報発信と確実な伝達

学校関係者評価委員による肯定的評価の割
合
（％）

②学校経営目標とリンクした個人目標の設定

80

自分の健康に気をつけている生徒の割合
（％）

◎
道徳教育の充
実

①道徳授業の公開

②外部講師を招聘しての授業研究の実施

②放課後の部活指導の徹底

不登校生徒の
未然防止

部活動への参加の促進

スクールカウンセラー等を活用した教育相談活動
の実施

①月２回の教育相談委員会の開催 新たに不登校になる生徒の人数

◎①心のこもった「あいさつ」を励行する。

教職員の指導
力の向上

家庭学習の習
慣化

適切な量の宿題及び確実な点検

②生活ノートを使った点検活動

②ＳＣ，心の相談員との有効な連携

ａ　学校教育目標

①教育センター，公開研究会等に１人１回以上参
加

②校内授業研修を年３回以上実施

授業が分かりやすいと感じている生徒の割合
（％）

85課された宿題の提出率（％）

全教科，全教職員で共通した取組みの実施

①漢字１日１ページ，英語の毎日ノート等

・道徳授業の成果として生
徒がどのように変化したし
たのか把握しておくと良
い。例えば電車で座席を
譲るようになった。とか，
率先してゴミを拾うように
なったなど。
・地域においても生徒の
変化が見られるようになる
と素晴らしいのですが。
・不登校生徒が少なくなっ
ている取り組みは素晴らし
い。今後にも生かして欲し
い。
・外国人の保護者の取り
組みを継続してください。

・「学校だより」しっかり読ませ
てもらっています。
・学校だよりを送ってもらって
校内の様子がわかった。
・HPの作成が個人に片寄り負
担増にならないように。
・外部人材に頼んで済むのな
らそれでもよいのではない
か。
・HPの更新が学校独自で行え
るようになることを切望してい
ます。

・コミュニケーションを取り
にくい生徒の指導ととも
に，受け止める側の力も
しっかりつける必要があ
る。

五中授業スタイルを守っている生徒の割合
（％） 80

（　中間　 ・ 　最終　）平成22年度　　学校評価表

生徒一人ひとりの可能性を最大限に伸ばし，心も個性も豊
かな人間の育成を図る。

【ミッション】（自校の使命）
　知・徳・体の基礎基本が身につき，社会で尊重される資質を持った生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　生徒が行きたいと思う学校，保護者が行かせたいと思う学校，教職員が働きたいと思う学校

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値

自己評価

ｊ
評価

評価計画

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度ｅ　目標達成のための方策c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

101.0 A

学校関係者評価

コメント

ｌ 評価

・家庭学習の充実を目指し
て，保護者とともに各生徒が
具体的な内容を設計していく
指導ができないものでしょう
か。
・２年生の家庭学習提出率は
向上しているが，１年生の下
降が気になります。

・授業がわかり易いと感じてい
る生徒が８割以上あれば標準
学力テストの通過率もUPする
はずです。何となく解ったとい
う生徒が少なからず存在する
気がします。
・参加率を上げる為に何を
やったのかわからない。

標準学力テストで通過率が３０％未満の生徒に対する
個別の指導が必要である。また，研修報告書を書き
研修の場で共有する必要がある。確かな学力につい
ては，評価指標を各種テストの通過率を数値目標に
する等の改善が必要である。

 改善方策

2

4

始業開始は，教員が早めに教室に行くこ
とでほぼ守られているが授業道具の忘れ
物などが固定化している

4
授業者による点検活動の徹底が必要である。
忘れ物をさせない。また，教室に授業道具を置
いて帰らせない指導を行う。

2学期に行事も多く多忙を極め点検がお
ろそかになっている面があり，やらせきれ
ていない。生活ノートの活用が不十分で
ある。

4

4

既成の資料だけでなく，生徒の実態に即した教
材の開発に取組むことが必要である。地域の
事柄を教材化していく。指定が終わっても道徳
教育の取り組みを継続する。

2A

A

教科担任・学級担任・保護者の連携が必要で
ある。教科担任まかせにならないよう連携を密
にし，指導していく。

日常の学校生活において，教師が授業はじめ，終わりの挨
拶や部活指導における挨拶を徹底し指導する。掃除点検表
の取組を継続する。小中連携については，主任レベルの会を
継続し，中一ギャップ解消や15年を見据えた目標づくりを模
索する。

学期1回の教育相談アンケートと個人面談を継
続していく。教育相談委員会の定期開催と充実
を図り，組織的な活動を続ける。

94.4

試験期間に教科ごとに質問期間を置いている
が参加率が低い。
研修の成果が全体に還元できていない。道徳
の授業研究は，多くできたがそれが教科の指
導力向上に繋がっていない。

部活での人間関係などコミュニケーションがうまく取れ
ない生徒が増えている。あらゆる場面を通してコミュニ
ケーション能力をつけていく。１・２年生の部活での面
談を続ける。転部希望者や地域スポーツクラブの生
徒の練習参加の体制の検討をする。

部活動に熱心に取り組み，陸上駅伝部，科学
部が連続で全国大会出場を果たすなど成果が
上がっている。１年生を中心に部活動の変更を
した生徒がいるが変更先でも上手く部活動に馴
染めず位置づかない生徒がいる。

B

生徒会の取り組みにより，外来者に対する挨拶は概
ねできるようになった。校門での挨拶や日常の挨拶が
不十分である。掃除については，点検表を活用するこ
とによりとても良くなった。小中連携も校長だけでなく
生徒指導，教務主任等主任レベルの会を持つことが
できた。

学期に1回教育相談アンケートを実施し，担任
が面談することにより，生徒の課題を早期に解
決することができた。教育相談委員会を中心と
してｓｃ，心の相談員，担任，生徒指導部等が
組織的に対応できたのが良かった。

校内研修を重ねることにより指導案の作成，指
導技術面で工夫改善がみられた。生徒の道徳
に対する興味関心も高まった。特に2，3年では
90％の高率である。文科省委嘱の指定を受け
ての取り組みが奏功した。

103.7

4

4
引き続き保健だよりやＳＨＲの時間を利用して
指導を行う。保健だよりを拡大し，廊下等に掲
示するなどして意識の高揚を図る。

4

1

学校関係者評価委員の肯定的評価は，
中間が８８％，最終が９３％で目標値を越
えることが出来た。評価指標をどのように
するかが課題である。

昨年に比べ欠かさず読んでいる保護者が７％
上昇した。学校だよりは月１回以上発行するこ
とができた。通信の発行が少ない学年があっ
た。ＨＰの更新が外部人材に頼らなくてはなら
なかった。

学校の情報発信として，学校だよりを委員さん
に配布している。各種行事だけでなく日頃から
足を運んでいただく工夫が必要である。

当初育成する予定であった職員が人事的な事
情により，ＨＰ更新の役割を担えなくなった。Ｈ
Ｐ更新の人材を複数人育てる必要がある。

4

3

確
か
な
学
力
の
育
成

各教科におい
て,基礎・基本の
定着を図り，確
かな学力を身
につける。

83 83

80

①五中授業スタイルの徹底による授業改善

授業規律の徹
底

79

78

校内・校外研修への積極的参加

81

88
ほとんどの生徒が健康を意識した生活をしてい
る。寒くなって少し生活リズムが崩れた生徒が
増えている。

B97.8

1人

92.9 B

86 107.5

健康の増進及
び体力・運動能
力の向上を図
る。

信
頼
さ
れ
る
学
校

機動的な学校
運営体制を確
立するとともに
保護者・地域と
の連携を深め
る。

85①部活動出席簿による出席の管理

保健・安全や食育に関する啓発

①保健だよりの発行（月１回）及びＳＨＲでの活用

学校だより，学年だより等を欠かさず読んでい
る保護者の割合（％）

②安全点検の実施（月１回）
③食の指導

健康教育・食育
の推進

豊
か
な
心
の
育
成

86

健
や
か
な
体
の
育
成

③心に響く教材の発掘

部活動に積極的に参加している生徒の割合
（％）

◎
部活動の積極
的推進

②小中連携を推進する。
　五中ブロック校長会と主任レベルの会の開催

基本的な生活習
慣の確立
時を守り，場を清め，礼を正す

道徳教育と積
極的な生徒指
導を推進し，豊
かな心を育て
る。

【ｊ：自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価　評価】
イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正でない。
ハ：わからない。

別紙２－１

目指せ！　部活動・挨拶　日本一


